
 

 



京都開催のＧ２京都大賞典は、 

前走Ｇ１宝塚記念からの距離延長ローテが 

【５・１・５・１０／２１】 

勝率２３.８％：単回率８５５％ 

複率５２.４％：複回率２６８％ 

 

血統傾向は・・・ 

１．ディープインパクトの血と、短距離血統かダンチヒを併せ持つ配合 

２．父が大系統ミスプロ系 

３・ハービンジャー産駒 

 

 

◎２番ヴェラアズール 

父：エイシンフラッシュ（キングマンボ系） 

母父：クロフネ（米ＮＤ系） 

 

２４００ｍは４戦３勝でＧ１ジャパンカップの優勝馬。 

末脚を活かすレースでしか仕事をしないタイプですな。 

 

近３走は持久力勝負の非根幹距離（内回り）と 

ドバイのダートＧ１という、この馬の武器が全く使えない舞台で、 

惨敗するのは当たり前と言っても過言ではございませぬ。 

 



そのお陰様で、この舞台でこの人気。 

恐らく、２４００ｍ戦でこの馬をこの人気で買えるのは 

ココが最後となりましょう。 

 

 

○４番ディープボンドは、馬喰くんが調教動画を観て 

「馬と竜ちゃんがやっと対等の関係になれたなｗ」 

と、和田Ｊがようやく馬に舐められない関係を築けた事を 

高く評価しておりました。 

 

 

★９番ビッグリボン 

父ルーラーシップ（キングマンボ系） 

母父：ディープインパクト 

祖母父ドクターデヴィアス（トゥルビヨン系アホヌーラ系） 

キセキ（菊花賞１着・ＪＣ２着）の全妹。 

母は種牡馬グレーターロンドンの全妹。 

 

父が大系統ミスプロ系で、ディープの血と 

短距離血統（アホヌーラの血）を併せ持つ配合馬。 

※アホヌーラの血は、雨馬場や時計の掛かる 

馬場でのスピード強化血統でございます。 

 



この馬は、直線が長いコースには 

２回（中京）しか使われておりませんが、２戦２勝でございます。 

 

何故か小回りコースや内回りコースに使われておりますが、 

血統構成からも、親族の適性からも外回りへの適性が 

高いはずだと拙者は見ております。 

 

それでいて、小回りの重賞で２戦１勝、２着１回と 

堅実に結果を残しており、能力の高さを垣間見せております。 

 

５歳馬ながら、２度の長期休養のためにキャリアは１０戦。 

ようやく軌道に乗って、ここから本格化街道を突き進むはず。 

 

Ｇ１馬ヴェラアズールと、Ｇ１上位常連ディープボンド以外は 

ドングリの背比べ的なメンバー構成でございますれば、 

秘めた２４００ｍ適性を先物買いしておきたいと思いまする。 

 

 

馬券 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連複３頭ボックス 

４番・６番・１０番 

 



くまもん馬券 

ワイド ６－２・４・７・８ 

馬連 ２－１・４・６・７・８・９・１０ 

３連複フォーメーション１８点 

２－４・７・８・９－印全頭 


